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第1章 はじめに 

1.1 耐震化計画策定の背景と目的 

静岡市では、平成 7 年の兵庫県南部地震以降、昭和 55 年道路橋示方書より古い基準で設

計された道路橋に対して優先的に補強を実施し、次いで昭和 55 年～平成 2 年の道路橋示方

書で設計された道路橋の補強を実施してきたが、依然として要対策箇所が残っている状況

にある。また、平成 23 年の東北地方太平洋沖地震や平成 28 年の熊本地震における被害の

教訓から、災害に強く、信頼性の高い広域的なネットワーク構築のために、道路橋の早急

な耐震補強が強く求められている。 

このような背景から、近い将来発生する可能性の高い東海地震に対し、落橋に対する安

全性や地震後に橋としての機能を速やかに回復できる耐震性能を確保することを目的とし、

効率的な耐震化計画の策定を行うものである。 

 

1.2 これまでの取り組み 

静岡市では、平成 23 年度に策定した「静岡市橋梁耐震化計画」に基づき、複数径間の道

路橋を対象とし、必要な耐震補強工事を計画的に実施している。 

また、国の緊急輸送道路の橋梁耐震補強 3 箇年プログラム（以降 3 箇年プログラムと称す

る）を受け、緊急輸送路上の昭和 55 年よりも前に設計された道路橋に対して耐震対策を優

先的に実施してきている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 これまでの耐震対策の考え方 
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第2章 耐震化計画の見直し 

2.1 耐震基準の整理 

2.1.1 耐震基準の変遷と静岡市の取り組み 

これまでの道路橋に関する基準類と静岡市の取り組みについて、表 2.1 に整理する。 

表 2.1 耐震基準の変遷とこれまでの経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H17 年には、3 箇年プログラムが策定された。これは、緊急輸送路にある昭和 55 年道示

よりも古い基準を適用した道路橋で、構造上特に優先的に耐震補強を実施する必要のある

道路橋について、具体的な選定方法及び対策について示したものである。内容としては、

段落し部の補強や落橋防止構造の設置等を行う。（図 2.1 参照） 

 

 

図 2.1 3 箇年プログラムの概要 

 

また、3 箇年プログラムで補強を行なった場合と H14 道示で補強を行なった場合の違いを

表 2.2 に示す。 

 年度 道路橋示方書、基準類等 静岡市の取り組み

H13 H14道路橋示方書（H14.3）

H17 緊急輸送道路の橋梁耐震補強3箇

年プログラム（H17.6）

H23 H24道路橋示方書（H24.3） 耐震化計画策定（H24.3）

H24 既設橋の耐震補強設計に関する技

術資料（H24.11）

H29 H29道路橋示方書（H29.11）
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表 2.2 H14 道示と 3 箇年プログラムとの耐震整備水準の比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2 道路橋示方書の改訂 

H23 年度に策定された耐震化計画以降に、道路橋示方書が 2 回（H24、H29）改訂されて

いる。 

H24 道示改訂では、設計地震動が変更され、レベル 2 のタイプⅠ地震動が東海・東南海・

南海地震を考慮して見直された。また、H24 道示では、レベル 2 地震動に対して変位制限構

造と補完し合って抵抗する支承部構造（H14 道示でのタイプ A 支承）の規定が削除され、

レベル 2 地震動に対して支承部の機能を確保できる支承のみが規定されている。既設橋に

この考え方をそのまま適用することは困難であるため、「国総研資料 第 700 号 既設橋の

耐震補強設計に関する技術資料」の考え方を参考にする。 

具体的には、既設の支承をそのまま使用し、レベル 2 地震動による水平力を分担する構

造を追加設置する対策を行う。この対策を行なった場合は、恒久復旧の容易さに違いはあ

るが、橋としての機能の回復が速やかに行えるという観点では耐震性能 2 と同等のレベル

が確保されたとみなすことができる。 

 

表 2.3 国総研資料 第 700 号 既設橋の耐震補強設計に関する技術資料抜粋（P9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 3箇年プログラム H14道示　Ⅴ耐震設計編

S55年道示より古い基準を適用した橋 全ての新設橋

整備水準 段落し部が基部より先に損傷しない耐震性能
耐震性能2（B種の橋）
耐震性能3（A種の橋）

全橋脚

落橋防止
システム

対象構造
・両端が橋台でない単純桁
・ゲルバー桁
・流動化の影響を受ける可能性のある連続桁

全橋梁（一部の両端橋台の単純桁、
連続桁中間支点部を除く）

整備水準

耐震性能2（B種の橋）
耐震性能3（A種の橋）
・けたかかり長の確保
・落橋防止構造の設置
・変位制限構造の設置

落橋防止
・落橋防止構造の設置

適用基準

対象橋梁

橋脚

対象構造
・段落しのあるRC単柱橋脚
・鋼製単柱橋脚
・連続橋の段落し部のあるRC固定橋脚

既設橋の耐震補強における目標性能レベルに応じた支承部・落橋防止システムへの対応の考え方の例 

（橋軸方向の場合）（国総研資料 第 700 号 表-4.2） 

耐震補強において目

標とする橋の耐震性

能レベル 

耐震補強において考慮する支承部および上部構造に生じている状態 既設橋の耐震補強における

支承部・落橋防止システムへ

の対応 
レベル 1 地震動

まで 

レベル 1～レベル 2 地震動

まで 
支承部の破壊後 

レベル 2 地震動によ

る損傷が限定的なも

のに留まり,橋として

の機能の回復が速や

かに行い得る状態が

確保されるとみなせ

る耐震性能レベル 

支承部（支承本

体 ,取付用鋼板 ,

ボルト等の取付

部材等）に変状や

損傷が生じない。 

支承部（支承本体,取付用鋼

板,ボルト等の取付部材等）

に変状や損傷が生じない。 

支承部は破壊するた

め ,機能を喪失する
※）。 

桁かかり長と落橋防

止構造により上部構

造が下部構造頂部か

ら逸脱しない。 

支承部： 

 レベル2地震動に対して機

能確保できる支承部（必要に

応じて,段差防止構造を設置） 

落橋防止システム： 

 桁かかり長の確保 

 落橋防止構造の設置 

レベル 2 地震動によ

り損傷が生じる部位

があり,その恒久復旧

は容易ではないが,橋

としての機能の回復

は速やかに行い得る

状態が確保されると

みなせる耐震性能レ

ベル 

支承部（支承本

体 ,取付用鋼板 ,

ボルト等の取付

部材等）に変状や

損傷が生じない。 

既設の支承部（支承本体,

取付用鋼板,ボルト等の取

付部材等）に損傷又は変状

が生じるため,支承部の恒

久復旧は容易には行えな

いが,供用性に影響を及ぼ

す段差は生じない※）。また,

水平力を分担する構造に

より水平力の伝達機能は

確保されている。 

支承部（水平力を分

担する構造）は破壊

するため,機能を喪失

する。 

桁かかり長と落橋防

止構造により上部構

造が下部構造頂部か

ら逸脱しない。 

支承部： 

 既設の支承部をそのまま

使用 

 レベル2地震動による水平

力を分担する構造の追加設

置（必要に応じて,段差防止構

造を設置） 

落橋防止システム： 

 桁かかり長の確保 

 落橋防止構造の設置 

レベル 2 地震動に対

して落橋等の甚大な

被害が防止されると

みなせる耐震性能レ

ベル 

支承部（支承本

体 ,取付用鋼板 ,

ボルト等の取付

部材等）に変状や

損傷が生じない。 

既設の支承部（支承本体,

取付用鋼板,ボルト等の取

付部材等）に損傷又は変状

が生じるため,支承部は機

能を喪失する。 

桁かかり長と落橋防

止構造により上部構

造が下部構造頂部か

ら逸脱しない。 

支承部： 

 既設の支承部をそのまま

使用 

落橋防止システム： 

 桁かかり長の確保 

 落橋防止構造の設置 

※）支承部に破壊が生じた場合にも、橋の速やかな機能の回復が求められる場合には、当該支承部の構造条件等によっては

その破壊により路面に数百 mm の段差が生じる可能性がある場合もあるため、段差防止構造の設置等についても検討す

る。 
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H29 道示改訂では、耐震性能が耐荷性能という表現に見直されているが、耐震設計上は大

きな変更は見られない。ただし、H29 道示は、既設橋への適用事例がないため、現状の適用

示方書としては、H24 道示を基本とする。ただし、今後 H29 道示への適用事例や道示の改

訂等が行われた場合、状況に応じてこれらを適用していくものとする。表 2.4 に H24 道示

と H29 道示の概要を示す。 

表 2.4 H24 道示と H29 道示の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 支承部の区分について（H24 道示 Ⅴ耐震設計編より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24道示　Ⅴ耐震設計編 H29道示　Ⅴ耐震設計編

全ての新設橋 全ての新設橋

整備水準
耐震性能2（B種の橋）
耐震性能3（A種の橋）

耐荷性能1（A種の橋）
耐荷性能2（B種の橋）

支承部 整備水準 区分なし（すべてタイプB相当） ※図2.2参照 区分なし（すべてタイプB相当）※図2.2参照

整備水準

落橋防止
システム

適用基準

対象橋梁

対象構造

橋脚

対象構造

全橋脚

全橋梁（一部の両端橋台の単純桁、
連続桁中間支点部を除く）

耐荷性能1（A種の橋）
耐荷性能2（B種の橋）
・けたかかり長の確保
・落橋防止構造の設置
・横変位拘束構造の設置

全橋脚

全橋梁（一部の両端橋台の単純桁、
連続桁中間支点部を除く）

耐震性能2（B種の橋）
耐震性能3（A種の橋）
・けたかかり長の確保
・落橋防止構造の設置
・横変位拘束構造の設置
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2.2 目標とする耐震レベル 

2.2.1 目標耐震レベルの設定 

H24 道示では、橋の耐震性能を 3 つに区分している。また、国道や地域の防災計画上重要

な道路橋は B 種に区分されているが、この場合はレベル 2 地震動に対して、損傷が限定的

なものにとどまり、橋としての機能の回復が速やかに行い得る性能（耐震性能 2）を目標と

している。 

表 2.5 耐震性能の区分 

 

 

 

 

 

 

静岡市耐震計画における耐震レベルは、現状の耐震レベルを評価することも含め、以下

の 3 つに区分すること基本とする。当面の目標としては、耐震レベル②を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.6 静岡市耐震計画における目標とする耐震整備基準 

 

 

 

 

 

 

 

耐震レベル① 
H24 道示Ⅴに規定される「耐震性能 3」相当の補強とし、大規模地震に対する落橋を防止するととも

に、致命的となる損傷を防ぐため、RC 橋脚柱の段落し補強、せん断補強、じん性補強、落橋防止構造の

設置、その他耐震構造上弱点となる部位の補強を行う。 

耐震レベル② 
H24 道示Ⅴに規定される「耐震性能 2」に準じた「耐震性能 2’」を設定する。これは、架橋位置の制

約条件により施工が困難な基礎補強を先送りとし、それ以外の橋脚補強、落橋防止システムを実施する

ことにより、基礎以外の部位を H24 道示Ⅴの規定に満足させるものである。 

支承については H24 道示を適用するとすべて B タイプ相当の支承が必要となるが、前述の国総研資料

700 号より、水平力分担構造を設置することにより耐震性能 2 と同等とみなせるとされている。 

耐震レベル③ 
H24 道示に規定される「耐震性能 2」を達成し、基礎を含む全ての部位が H24 道示Ⅴの規定を満足す

る補強を行うものである。 

目標耐震性能 補強内容／グレード

耐震性能3
RC橋脚の段落し補強、せん断・じん性補強、落橋防止構

造、その他耐震構造上弱点となる部位の補強

耐震性能2’ 基礎補強を除く全ての補強

耐震性能2 基礎補強を含む全ての補強
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2.2.2 基礎補強の考え方 

基礎構造物については、これまで兵庫県南部地震で杭体に亀裂が生じた事例が見られた

が、基礎本体の甚大な損傷や大きな変位などが発生し、安定性に影響を及ぼす重大な被害

は発生していない。 

また、基礎の補強には多大なコストや施工の制約を受ける場合があるため、橋脚の補強

や落橋防止システムの設置などを行い、橋全体でバランスの取れた補強を行い、基礎の補

強を不要または最小限とすることが重要である。ただし、設計においては、橋脚の補強を

行う際に、基礎の耐震性の照査を行う必要がある。図 2.3、図 2.4 に基礎補強に関する資料

の抜粋を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3 基礎構造物の補強 

（道路震災対策便覧（震前対策編）抜粋 平成 18年 9 月 日本道路協会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4 基礎の耐震性について 

（道路設計要領 第 5章道路橋 抜粋 平成 27年 3月 中部地方整備局） 
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2.3 耐震対策の考え方と道路橋数の整理 

2.3.1 対策の考え方 

これまでの耐震対策としては、複数径間の道路橋全てを対象としていたが、限られた予

算の中で耐震対策を行う必要があり、より効率的な耐震計画が求められている。 

地震発生の際は、市民の避難や救急・救援活動、物資輸送などを行う道路ネットワーク

を確保することが最優先である。そのため、今回の改訂により、重要な路線である防災 NW

上の道路橋を優先して対策を進めていく。なお、防災 NW は、以下の路線等に該当するも

のである。 

 

防災 NW 

 ・一般国道、主要地方道、緊急輸送道路（１次～３次） 

・緊急輸送補完路線 

・孤立集落対策路線 

・優先確保路線 

・跨線橋・跨道橋 

その他重要路線 

・観光地へのアクセス路線 

・優先判断路線等 

 

2.3.2 道路橋数の整理 

  防災 NW の道路橋を優先して対策を進めるにあたり、対策状況ごとに道路橋数を整

理した。以下に道路橋数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.5 道路橋数の整理 

防災 NW 
 ・一般国道、主要地方道、 

緊急輸送道路（１次～３次） 

・緊急輸送補完路線 

・孤立集落対策路線 

・優先確保路線 

・跨線橋・跨道橋 

・観光地へのアクセス路線 

・優先判断路線 

該当しない【1865】

対象橋梁2,610橋

防災NW

径間数
該当する【696】

複数径間
【131】

単純橋
【565】

径間数

グループ①
未対策 【16】

グループ③
3PG済 （16）

グループ②
優先度高 （59）

グループ④
未対策 （12）

耐震不要【1791 】
複数径間

【74】

単純橋【1791】

防災NWにとらわれず、H31.3時点で事業実施中のものについては、必要に応じて対策を行う。【12】

自歩道橋【49】

その他グループ （99）
その他グループ

（506）

その他（62）

グループ②、③（73橋）について、耐震性能精査、補修計画との整合実施、反映

＋
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2.4 耐震化計画のグルーピング 

 

2.4.1 全体のグルーピング 

耐震化に関する分類項目の検討を行い、耐震化計画におけるグルーピングを検討・整

理する。グルーピングは、防災 NW に該当する道路橋とその他の路線に該当する道路橋に

区分する。 

防災 NW は、災害時に重要な路線であり、耐震化を最優先で進める必要があるため、

まずは防災 NW に該当する道路橋を優先的に行う。防災 NW の中でも、複数径間道路橋や

3PG 実施済み道路橋など、多くの耐震レベルがあることから、グルーピングを行い、優先

順位を決定する。なお、防災 NW に属さない橋梁で、耐震化が進行中の橋梁については、

事業を継続するものとする。（12 橋が該当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.6 耐震対策の順番 

【当面対策を進める道路橋の選定理由】 

・ 複数径間の道路橋は橋脚があり、橋脚が弱点となるため耐震性が低く、落橋時の復

旧や周辺道路への影響も大きいため。 

・ 単純橋は両端を橋台に支持されており、地震時にも落橋に至るような大きな相対変

位が上下部工間に発生しにくく、耐震性が多径間道路橋に比べて高い。ただし、斜

橋や曲線橋に該当する道路橋は、落橋の恐れがあることや、床版橋に比べて支承高

の高い桁橋は地震時に段差が発生し、復旧に時間を要することから優先的に対策を

行う。 

・ 3PG 済の道路橋は、部分的に対策が行われている。しかし、耐震レベルとしては、

落橋に対する安全性を確保するが、支承の破損等による段差が生じる恐れがあるた

め、対策を行う必要がある。 

 

グループ①
防災NW

複数径間
未対策

グループ③
防災NW

複数径間
3PG済

グループ②
防災NW

単純橋
優先度（高）

防災NW以外
3PG済

防災NW以外
単純橋

耐震対策の順番

【グループ④】
支承周りの補修が必要となった場合は、
耐震化を行う（合理化）

当面対策を進める橋梁
グループ①～③終了後

対策を進める橋梁

16橋 59橋 16橋

第４次総合計画（平成42年）完了までに実施を目指す

合計 103橋継続事業【12】橋

15m以上
斜橋、曲線橋

グループ④

防災NW以外
複数径間

防災NW

単純橋
優先度（低）
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2.4.2 単純橋の優先度 

単純橋は対象道路橋数が多いため、以下の整理を行い優先度の高い道路橋から対策を

行う。 

斜橋や曲線橋に該当する道路橋は桁が回転し、落橋する可能性があるため優先度は高

い。また、橋長は 15ｍ程度であれば仮橋による復旧は容易であるが、橋長が長くなると

復旧に時間や手間を多く必要とするため優先度は高いと考えられる。床版橋については、

支承高が低い場合が多く、被災時にも大きな段差が生じる可能性が低いため、優先度は

低いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.7 単純橋の優先度 
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2.4.3 概算工事費の算出 

耐震補強工事で必要となる概算工事費を算出した。概算工事費の算出方法及び単価は、

「平成 24 年度静岡市橋梁耐震調査業務」を参考とした。 

 

(1) 橋脚補強 

橋脚の補強は、「RC 巻立て工法」とし、橋脚柱部表面積当たりの単価を 20,000 円/m
2

として概算工事費の算出を行なった。 

(2) 落橋防止システム 

落橋防止システムについては、「桁かかり長」、「落橋防止構造」、「横変位拘束構造」、「支

承部補強構造」、を設置するものとした。単価を表 2.7 に示す。 

 

表 2.7 落橋防止システム単価一覧 

 

(3) 仮設工 

河川内橋脚の補強工事実施に必要となる仮設工法は、大型土のうによる仮締め切り、土

工による仮設道路を想定している。単価を表 2.8 に、概算仮設数量の算出方法を図 2.8 に

示す。 

仮設に関する工法は、現地の状況を十分確認してから選定することが重要で、状況によ

っては、仮桟橋等が必要となり、高額な費用が必要となる場合がある。詳細な工費を決定

するためには現地状況調査等の詳細検討が必要である。 

表 2.8 仮設工単価一覧 

構造 形式 
単価（直接工事

費） 
数量の算出方法 

土留め工 大型土のう 5,000 円／ｍ3 図 2.7 参照 

仮設道路 土工 5,000 円／ｍ3 
図 2.7 参照、延長は橋

長とした 

 

 

構造 形式 単価（直接工事費） 数量の算出方法 

桁かかり長の確保 RC 沓座拡幅 100,000 円／ｍ 幅員から算出 

落橋防止構造 
桁連結または緩衝チ

ェーン 
900,000 円／箇所 

主桁本数×箇所（主桁本数

は幅員から想定） 

横変位拘束構造 鋼製ブラケット 250,000 円／箇所 
主桁本数×箇所（主桁本数 

は幅員から想定） 

支承部補強構造 桁付けアンカー 250,000 円／箇所 
主桁本数×箇所（主桁本数

は幅員から想定） 
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※仮設道路延長は、橋長とした。 

図 2.8 土留め工および仮設道路の概算数量算出方法 

(4) 設計費 

設計費は、以下の通りとした。 

・橋脚耐震補強設計：5,000,000 円／橋 

・落橋防止システム設計：5,000,000 円／橋 

(5) 諸経費 

耐震補強工事は、補修工事に比べて締め切りや工事用道路などの仮設工事が必要で、

工費が高額となるため、100％とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 2章 耐震化計画の見直し 

12 

2.5 耐震対策優先度 

耐震化計画を効率的かつ実効性の高い計画とするため、グループ毎に優先して対策を行

う道路橋を抽出する基準や条件の整理を行い、順位付けを行う。順位付けを行うための項

目については、平成 23 年度に策定した「道路橋維持管理ガイドライン」を参考とする。優

先順位の項目及び配点を表 2.9 に示す。同点となった場合は、橋長が長い方が復旧に時間

を要すると考え、優先度を高く設定した。 

なお、交差物件と道路橋規模は従来の設定に準拠したが、その他の項目については、道

路橋管理台帳から得られる耐震計画に重要な項目を抽出した。 

 

【特殊橋梁について】 

アーチ橋やトラス橋などの特殊橋梁は、地震時の挙動が複雑な道路橋に分類され、動的

解析などの詳細な検討が必要となる。解析の結果によっては対策が急がれる場合もあるた

め、優先度の項目とした。 

 

表 2.9 優先順位の項目及び配点 

 

 

 

 
評価項目 重み 評価項目 重み 評価項目 重み 区分 評点

S55以前 100

S55～H6 50

H8以降 0

特殊橋梁（アーチ、トラス等）に該当する 100

その他 0

鉄道 100

道路 50

その他 0

長大橋（橋長100ｍ以上） 100

一般的な橋（橋長15ｍ以上100ｍ未満） 50

その他（橋長15ｍ未満） 0

緊急輸送路（1次、2次） 100

緊急輸送路（3次） 50

その他 0

震災復旧 0.2 経済性 1

橋梁規模 0.5

交通影響 0.5

特殊橋梁 0.3

1
被災の影響
（震後対策）

0.3 被害波及性 1 交差物件

第1階層 第2階層 第3階層 評点の設定

現在の耐震
化レベル（震

前対策）
0.5 橋梁全体 1

構造特性
（示方書）

0.7
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第3章 耐震補強の実施計画 

3.1 耐震補強年次計画 

これまでの耐震化の考え方や優先度を考慮し、耐震補強工事の優先計画を策定した。耐

震化対策はグループ①から順に実施する。 

 

(1) 橋脚の分割施工について 

橋脚の耐震補強を行う際に、河川内の橋脚の場合は締め切り等が必要となる。特に橋

脚の基数が多い場合は 1 渇水期にすべての橋脚の補強が困難であるため、以下の方針で

橋脚の施工時期を分割する。 

・径間数が 4 径間以下の道路橋は、1 橋脚／年とする。 

・径間数が 5 径間以上の道路橋は、2 橋脚／年とする。 

・高架橋、桟道橋は河川への影響がないため分割施工は行わない。ただし、用宗高架

橋は、径間数が 18 径間と多いため、2 分割施工とする。 
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表 3.1 耐震補強優先計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策
順位

橋梁名
橋脚分割

施工
担当課 路線名 橋長 幅員 径間数 架設年時 グループ

工事費
（百万円）

1 細谷橋 1期目 清水 市道清水日本平線 93.5 6.5 6 1972 ① 55
2 所沢橋2 葵北 市道上坂本線 72.9 6 2 1974 ① 66
3 細谷橋 2期目 清水 市道清水日本平線 93.5 6.5 6 1972 ① 55
4 栗島橋2 1期目 葵北 市道足久保栗島線 40.1 3 4 1970 ① 34
5 茂野島橋 1期目 清水 県道大向福士線 91.9 11.1 3 1996 ① 57
6 恋歌橋 清水 県道清水富士宮線 90.7 10.5 2 1981 ① 82
7 やまびこ橋 清水 市道西里伏木線 65.5 11 2 1995 ① 78
8 前川橋 1期目 葵北 県道井川湖御幸線 60 11.2 3 1993 ① 54
9 和田橋1 葵南 県道南アルプス公園線 36.6 5.5 1 1959 ② 21
10 小河内大橋 葵北 市道井川雨畑線 80 4.5 1 1968 ② 21
11 藤代橋 葵北 市道藤代1号線 78 4.3 1 1970 ② 21
12 大島橋2 葵北 県道南アルプス公園線 67 6.0 1 1956 ② 19
13 細谷橋 3期目 清水 市道清水日本平線 93.5 6.5 6 1972 ① 55
14 栗島橋2 2期目 葵北 市道足久保栗島線 40.1 3 4 1970 ① 34
15 茂野島橋 2期目 清水 県道大向福士線 91.9 11.1 3 1996 ① 57
16 前川橋 2期目 葵北 県道井川湖御幸線 60 11.2 3 1993 ① 54
17 流通大橋 葵南 市道流通センター中央線 30.8 24.4 1 1974 ② 11
18 新滝ヶ原川橋 清水 国道150号 26.1 22.8 1 2006 ② 11
19 水神橋3 駿河 県道用宗停車場丸子線 22.5 6.3 1 1971 ② 9
20 森野橋 葵南 国道362号 20.7 6.8 1 1967 ② 9
21 柳沢橋1 駿河 国道150号 19 12.7 1 1967 ② 15
22 井戸沢桟道橋 葵南 国道362号 16.9 7.8 1 1964 ② 12
23 清島橋 葵南 県道南アルプス公園線 30.6 6.8 1 1965 ② 9
24 湯の島橋 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 37 4.8 1 1968 ② 13
25 小島沢橋 葵北 市道大沢線 34 6.2 1 不明 ② 13
26 田代澤橋 葵北 県道南アルプス公園線 31.4 6.1 1 1958 ② 9
27 芹久保橋 清水 県道富士富士宮由比線 29 10.0 1 1973 ② 17
28 入山橋 清水 県道富士富士宮由比線 28.3 9.5 1 1979 ② 9
29 油山橋 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 25.5 10.3 1 1979 ② 15
30 明神橋 葵北 県道南アルプス公園線 22.7 6.1 1 1959 ② 9
31 大谷川橋1 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 21 6.8 1 1968 ② 9
32 黒俣橋 葵南 県道藤枝黒俣線 20 7.3 1 1971 ② 9
33 出合橋1 葵北 市道関の沢1号線 19.6 5.2 1 1990 ② 9
34 たわらみね橋 葵北 市道俵沢俵峰線 18.6 6.2 1 1984 ② 9
35 橋詰橋 葵北 市道仙俣線 18.4 4.3 1 1974 ② 11
36 中村上橋 葵南 県道藤枝黒俣線 17.5 5.2 1 1976 ② 13
37 細ノ尾橋 葵南 県道南アルプス公園線 16.4 9.1 1 1967 ② 13
38 黒川橋1 葵北 市道仙俣線 16.2 4.6 1 1966 ② 11
39 井戸沢橋2 葵北 県道井川湖御幸線 15.6 6.3 1 1962 ② 9
40 有東木橋 葵北 市道有東木1号線 15.4 4.0 1 1968 ② 9
41 大玉橋 葵北 県道南アルプス公園線 15.2 5.9 1 1969 ② 11
42 白髭橋 駿河 国道150号 79.9 22.8 1 1995 ② 26
43 栗島橋2 3期目 葵北 市道足久保栗島線 40.1 3 4 1970 ① 34
44 小鹿橋 駿河 市道中野小鹿線 42.8 20.8 1 1983 ② 17
45 潮騒橋 駿河 国道150号 38.1 23.0 1 1982 ② 20
46 石橋 葵北 県道三ッ峰落合線 26.7 14.8 1 2001 ② 11
47 新唐沢橋 葵南 県道南アルプス公園線 24.5 9.7 1 1990 ② 9
48 小向橋 葵南 県道南アルプス公園線 23.5 12.0 1 2000 ② 10
49 茨澤2号橋 葵南 県道南アルプス公園線 20 9.2 1 1995 ② 9
50 与佐橋 葵北 県道三ッ峰落合線 19.959 13.6 1 1988 ② 10
51 京塚橋 葵北 県道三ッ峰落合線 17.1 12.2 1 1991 ② 10
52 寺森沢橋 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 16.1 8.0 1 1981 ② 9
53 新吉原橋 清水 県道清水富士宮線 38 8.2 1 1987 ② 9
54 室野橋 清水 県道富士富士宮由比線 36.5 12.6 1 1985 ② 15
55 浜川新橋 駿河 市道静岡下島線 34.5 20.8 1 1990 ② 19
56 富士見橋1 葵南 県道静岡清水線 32.9 23.8 1 1999 ② 11
57 高瀬橋2 清水 県道清水富士宮線 32.6 11.0 1 1988 ② 10
58 宮沢橋1 葵北 県道井川湖御幸線 32 9.7 1 1985 ② 9
59 向田橋1 清水 県道高瀬福士線 31.4 10.3 1 1996 ② 10
60 長尾川橋 葵南 県道静岡清水線 30.8 12.8 1 1988 ② 10
61 金山橋 葵北 県道井川湖御幸線 30.7 11.1 1 1983 ② 10
62 清沢本橋 葵南 市道坂本線 27.9 6.2 1 1991 ② 9
63 大石橋 清水 県道大向福士線 27.5 11.0 1 1994 ② 10
64 黒倉橋 葵北 県道井川湖御幸線 25 6.2 1 1982 ② 9
65 幸橋 清水 県道富士富士宮由比線 24.7 10.8 1 1998 ② 10
66 黐渕橋 葵南 市道湯島崩野線 23.4 7.3 1 1998 ② 9
67 休戸橋 葵北 市道仙俣線 20.5 3.6 1 1982 ② 10
68 泉沢橋 葵南 市道湯島崩野線 19 8.2 1 1993 ② 9
69 楢尾橋 葵南 市道湯島楢尾線 16.5 6.2 1 1994 ② 9
70 堀沢橋 葵北 県道井川湖御幸線 16.1 9.6 1 1989 ② 9
71 犬沢橋 葵北 県道井川湖御幸線 15.5 10.1 1 1989 ② 10
72 松之平橋 葵南 県道南アルプス公園線 15 8.2 1 1987 ② 9
73 用宗高架橋上り一般部 1期目 駿河 国道150号 447 9.9 18 1977 ③ 140
74 広野橋 駿河 市道丸子新田広野三丁目線 52.1 6.9 2 1968 ③ 35
75 見晴橋1 1期目 清水 国道150号 28.8 19.9 3 1933 ③ 31
76 用宗高架橋上り一般部 2期目 駿河 国道150号 447 9.9 18 1977 ③ 140
77 見晴橋1 2期目 清水 国道150号 28.8 19.9 3 1933 ③ 31
78 平野橋 1期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 206.6 10.8 3 1991 ③ 39
79 瀬戸橋1 1期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 90 6.1 5 1955 ③ 35
80 白沢橋 1期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 50.4 6.3 5 1960 ③ 32
81 上助橋 1期目 葵北 県道三ッ峰落合線 35.3 6.3 3 1967 ③ 21
82 原橋1 1期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 33.4 6.8 3 1965 ③ 21
83 湯之森橋 1期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 64 6.8 5 1964 ③ 33
84 西山橋1 1期目 葵北 県道井川湖御幸線 155 11.8 3 1988 ③ 35
85 羽衣橋 1期目 清水 国道150号 84 22.8 3 1992 ③ 38
86 丸子川橋 駿河 国道150号 42.6 20.7 2 1970 ③ 59
87 浜川大橋上り 駿河 国道150号 109.8 11.3 2 1991 ③ 50
88 平野橋 2期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 206.6 10.8 3 1991 ③ 39
89 瀬戸橋1 2期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 90 6.1 5 1955 ③ 35
90 白沢橋 2期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 50.4 6.3 5 1960 ③ 32
91 上助橋 2期目 葵北 県道三ッ峰落合線 35.3 6.3 3 1967 ③ 21
92 原橋1 2期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 33.4 6.8 3 1965 ③ 21
93 湯之森橋 2期目 葵北 県道梅ヶ島温泉昭和線 64 6.8 5 1964 ③ 33
94 西山橋1 2期目 葵北 県道井川湖御幸線 155 11.8 3 1988 ③ 35
95 茨澤桟道橋2号橋 葵南 県道南アルプス公園線 105 9.2 7 1995 ③ 200
96 浜川大橋下り 駿河 国道150号 94.3 11.5 2 1991 ③ 47
97 羽衣橋 2期目 清水 国道150号 84 22.8 3 1992 ③ 38
98 茨澤桟道橋 葵南 県道南アルプス公園線 30 6.14 2 1995 ③ 60

※上記の表には H31.3 月現在で事業中及び計画のある橋梁は記載していない。グループ①に該当

する橋梁は、今後も継続して事業を実施する。 
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3.2 健全化計画との調整 

健全化計画と耐震化計画の優先度は別々に検討するが、工事の時期が近接している場合

は合理化のために同時に工事を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 健全化計画との調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

道路橋耐震化計画 

 

［資料編］ 

 

 

 

 

 

 

 
 



対象橋梁数の整理 

 

優先グループ①：複数径間橋梁［防災 NW に該当］ 

優先グループ②：単純橋優先度（高）［防災 NWに該当］ 

優先グループ③：3箇年プログラム実施済橋梁［防災 NW に該当］ 

優先グループ④：単純橋優先度（低）［防災 NWに該当］、複数径間橋梁［防災 NW に該当しない］ 

優先グループ⑤：3箇年プログラム実施済橋梁［防災 NW に該当しない］ 

優先グループ⑥：単純橋［防災 NWに該当しない］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震化が進行中の橋梁（防災 NW 以外も含む）については、事業を継続するものとする。（12 橋が該

当）対象橋梁の一覧を下表に示す。

清水 無名橋（安倍中河内川） （市）長熊線

清水 向山橋 （市）向山線

清水 諏訪橋 （市）山手線

清水 渋川橋 （市）辻町北脇３号線

駿河 石部海上橋 （一）静岡焼津線

葵南 牧ヶ谷橋 （一）静岡朝比奈藤枝線

清水 深澤島橋 （市）河内4号線

清水 望岳橋 （市）清水日本平線

清水 新浦安橋 （市）興津新浦安橋線

葵北 八十岡橋 （市）足久保一免八十岡線

清水 火焼島橋 （市）大平2号線

清水 八幡橋３ （市）興津東町谷津町二丁目線

事務所 橋梁名称 路線名

該当しない【1865】

対象橋梁2,610橋

防災NW

径間数

該当する【696】

複数径間
【131】

単純橋
【565】

径間数

【 】：橋梁数

優先グループ①
未対策 【16】

優先グループ③
3PG済 【16】

対策済
（基礎以外）【49】

対策不要
【37】

優先グループ②
優先度高 【59】

対策不要
【94】

優先グループ④
優先度低 【410】

架替予定 【8】 実施中 【2】

優先グループ④
未対策 【12】

対策済
（基礎以外）【28】

優先グループ⑥
【1791】

複数径間
【74】

単純橋【1791】

優先グループ⑤
3PG済 【2】

架替予定 【19】

休止中 【1】
休止中 【3】

対策不要
【2】

実施中 【10】

休止中 【1】

自歩道橋【49】

架替予定 【1】
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